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In this study, we investigate the three functions of autobiographical memory: “self,” “social,” and 
“directive.” The main purpose of this paper was to examine whether there are differences in TALE 
(Thinking About Life Experiences) questionnaire scores in terms of participants’ gender and age. The 
TALE questionnaire is a three-subscale measure, with each subscale assessing one of the above three 
functions of autobiographical memory. We conducted an online investigation with 400 men and women 
between 20-59 years of age living in a metropolitan area, and found that participants in their 20s used the 
self and directive functions more frequently than participants in their 40s and 50s. This indicates that 
autobiographical memory functions differ according to age.
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（19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて Francis 
GaltonやFrederic Bartlettが自然文脈における記憶
の多様で複雑な機能に関して問題提起をしてきて
いる）（Cohen, 1989 川口他訳 1992），?日常記憶?
あるいは?記憶の現実的な側面?といった表現が
研究のキーワードとして認識されるようになり，





































































































































































Webster の回想機能尺度（Reminiscence Functions 


































会機能因子?の間が r = .72，?方向づけ機能因子?
と?自己機能因子?の間が r = .71，?社会機能因子?














79名（男性 32名，女性 47名），30歳代 79名（男










0.39, n. s., F（3, 322）= 1.71, n. s.）。
　自己機能については， 年代の主効果（F（3, 
322）= 4.08, p < .05）が認められ，年代間で自己
機能を使用する頻度が異なることが示された。有
意な性別の主効果および交互作用は認められな





認められなかった（順に，F（3, 322）= 0.73, n. s., 



















Q3 将来の目標を考える時 2.40 （1.23） .93 -.07 -.09 .67
Q2 将来に向けて計画を作りたい時 2.40 （1.23） .91 .00 -.10 .70
Q6 人生の選択が必要だが，どの選択肢を選ぶか不確かな時 2.57 （1.24） .71 -.03 .12 .61
Q10 現在の問題をもっとよく理解したい時 2.62 （1.29） .65 .09 .18 .74
Q4 課題に直面して，自分に自信を得たい時 2.36 （1.20） .62 .13 .13 .67
Q9 どうしてよいか分からないので，他の人が過去にくれたアドバイスを思い出すため 2.47 （1.25） .55 .09 .17 .56
Q7 問題に対する解決法を探している時 3.04 （1.30） .54 -.05 .25 .49
Q19 落ち込んでいて気分をよくしたい時 2.51 （1.26） .45 .28 .01 .47
Q16 自分の信念や価値観が変化したか気になる時 2.30 （1.18） .44 .13 .24 .54
第2因子：社会機能（α=. 87）
Q21 過去に同じような経験をした人と話して気分が良くなりたい時 2.53 （1.22） .15 .82 -.13 .72
Q22 自分自身の同じような経験を話して，相手をいい気分にさせたい時 2.58 （1.26） -.18 .78 .17 .61
Q25 友人と古い記憶を共有して友情を深めたい時 2.73 （1.30） .20 .73 -.18 .58
Q28 自分の過去の経験を話すことで誰かを手助けしたい時 2.76 （1.22） -.07 .68 .18 .58
Q23 自己紹介したり，自分についてもっと話したい時 2.56 （1.21） .01 .60 .13 .50
第3因子：自己機能（α=. 88）
Q5 過去の失敗から学びたい時 2.82 （1.26） -.03 -.05 .98 .85
Q1 起きてしまった悪いことについて考えるとそれから何か教訓を学べると感じる時 2.71 （1.27） -.03 .15 .82 .82
Q18 その後に起こったことを考慮して，過去の出来事を再解釈したい時 2.54 （1.30） .24 -.02 .55 .53
Q14 自分が以前とどう変わったのか理解したい時 2.42 （1.26） .18 .00 .54 .47
回転後の負荷量平方和 8.41 7.52 7.44
因子相関行列 因子1 因子2 因子3











M M M M 年代 性別 交互作用
方向づけ機能
男性 2.83 2.41 2.51 2.23
3.44* 0.39 1.71
女性 2.77 2.71 2.24 2.52
社会機能
男性 2.88 2.70 2.66 2.38
2.48 0.08 0.73
女性 2.83 2.71 2.39 2.56
自己機能
男性 3.05 2.39 2.60 2.47
4.08* 0.01 1.22
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